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項 目 要  約 

１．研究の概要 廃炉作業を円滑に進めるため福島第一原発建屋内の高線量率環境下に

おいて迅速に場の放射線状況を測定・可視化することを目的とし、高密

度・高エネルギー分解能を有する臭化タリウム（TlBr）半導体を母材と

したバーチャルピンホールカメラシステム及び、これをドローン等の遠

隔機器に搭載することによる遠隔放射線イメージングシステムを構築す

ることを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）臭化タリウムを用いた高指向性検出器の開発

２）バーチャルピンホールカメラの開発

３）３Ｄ放射線画像の再構成技術の開発

２．総合評価 
Ａ

・バーチャルピンホールカメラというアイディアは良く、またTlBrに高

性能検出器の母材としてのポテンシャルがあることが理解でき、研究

成果は評価できる。しかし、既存研究からの進展幅が小さく、またシ

ステムとしての検討が十分ではない。今後、実用化を見据えたシステ

ム検討を行いつつ、検出器自体の改良を行うことで、本事業の成果が

活かされることと期待したい。 

・現場への早期適用を考えた場合、CdTe等の市販品を使うことも検討し

てはどうか。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


